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Ⅰ 研究の目的  
 幼稚園教諭・保育士養成校で学ぶ学生にとって，ピアノの演奏技能の習得は必要不可欠である。和









修）を平成 29 年度後期に受講した大学 1 年生・平成 30 年度前期に受講した短大 1 年生のうち，大学

































いている。2018 年度前期担当した短教 1 年生のピアノ初心者（経験年数 1 年未満）6 名には共通して



























































































































全部で 25 曲である（そのほかに手ほどき用のプリントに３曲ある）。45～59，65，66 番は基礎とし
て先に取り組むが，そのあとは順番通り進まずになるべく関連のある曲を連続して取り組ませている。
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 例えば，59 番を終えたら，同じハ長調でアルベルティバスとなっている 103 番に取り組む。ここでは
同じアルベルティバスでも八分音符と十六分音符のとらえ方の違いを学ぶ。それを終えたらまた同じ













実践④    
2017 年度後期受講生 大教 1 年生 初心者 11 名 短教 1 年生 初心者１名（再履） 






番に出てくる 4 分音符や 8 分音符などの音符の音価など）を全員で確認しながら，交代で必修曲 1 番
を弾いていく。ピアノが 2 台ある場合は 2 台それぞれ生徒が使用し，まず，使用する楽譜の旋律を全
員で音名で歌い，次に，大変遅いテンポで講師が手拍子をし，2 名同時に同じ旋律を弾いてみる。こ
の方法により，一緒に拍子に合わせて，お互いにリズムを体で感じ，音を耳で聴き，確認することを



























































実践⑤    
大教１年生  ピアノ初心者の数  ３人    短教１年生  ピアノ初心者の数  ２人 










コードを確認してから元の音に戻した。本人の地道な努力で 14 回目の授業でバイエル終了。 






繰り返しの練習をさせた。84 番や 97 番の３度の和音の音階を繋げて弾くことが難しかったので，指
先で鍵盤を常に押し続けながら弾くように指導した。フォルテの部分はその第１関節の所に力を込め
るようにと促すと，少しずつ強弱の差も出るようになっていった。１回欠席，14 回目でバイエル終了。 


























・短教 F さん 
小学校３年生までピアノを習っていた。高３の終わりからまた再開していた。導入部分は難なく進
んだが，９回目のレッスンで 90 番台に入ったあたりから，速く弾きすぎて，ミスが目立つようにな
ってきた。94 番や 96 番，101 番の右手の 16 分音符を何度も同じところでつまって弾きなおす。そ
こで，１音弾いた後，次の音を打鍵する際に，鍵盤の内側を感じながらゆっくり上げる，というトレ
ーニングをさせた。１フレーズ弾くのにかなり時間がかかるが，どこかのフレーズを１日１つ，例え
ば 96 番 13～16 小節目と決めて実践させた。だんだんゆっくり練習することの大切さと仕上がりの早
さを実感するようになっていった。14 回目でバイエル終了。 
実践⑥     
大教 1 年生 ピアノ初心者の人数  2 人    短教 1 年生 ピアノ初心者の人数  4 人 
・大教 A さん 
合格後，授業が開始するまでに自分でバイエルの 80 番まで弾いていたが，授業ではバイエルを最









・大教 B さん 
小学生の時に 2～3 年習ったことがあり，大学合格後，授業が開始するまでに自主的に練習してい
た。13 回目の授業でバイエル終了。リズムの説明では，ピアノを弾かずに膝の上などで左手は基本の
拍（4 分の○拍子なら 4 分音符，8 分の〇拍子なら 8 分音符）を打たせて右手は曲に出てくるリズム






















で，80，81 番あたりを弾きながら同時期に試験曲を練習させた。105 番の 15 小節目の半音階の指番
号を楽譜の通りにせず，白鍵は 1，黒鍵は 3，シド，ミファなど間に黒鍵のないところは 2 の指で弾
かせると，ほかの曲で半音階を弾く際に応用できる。 
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を 3 回から 5 回連続で一度も間違えないように弾けるまで弾きこむ。4～8 小節を止まらずに両手で
弾けるまで，そして全体を 1 度も止まらずに弾くことを目標とした。左手の伴奏部分が同じコードが
繰り返し出てくる所は例えば C コードなら○，G コードなら△，F コードなら□といった単純な記号
で書き分け，1 つずつの音ではなく，かたまりで弾くことを意識させた。次回の課題を必ず一緒に片
手ずつで良いから譜読みをして，楽譜がわからないから練習できないという事態を防いだ。55 番の右
手はドレミファソしかないので 12345 の指を鍵盤上に固定させて弾くようにする。60 番も左右のラ
シドレミとドレミファソの指番号を固定して弾くように指導する。78 番の 16 小節目のレは全て 2 の
指で弾かせる。指使いはなるべく楽譜通りにと言っておくが，よほどのことがない限りは本人の弾き
やすい指で弾かせた。97 番は 7，8 小節目を A，23，24 小節目を B として交互にそこだけを何度も
弾かせ，混同を防いだ。97 番の 1，2 小節目の 3 度の和音のつながりが弾きにくいようなので，「ペ
ンキをべったりミファソ，ソファミ，と塗るように」というとしっかり弾きやすいようだった。 
実践⑦  
大教 1 年生 ピアノ初心者の人数 3 人     短教 1 年生 ピアノ初心者の人数 3 人 
・A さん 











も成長の実感があるようだった。15 回の授業中 3 回の欠席があったことと，無理せずゆっくり本人の
ペースで力をつけることで納得して再履修となった。 
・大教 C さん 






・短教 D さん 
 保育園から小学校 2 年までの 4 年間習ったことがあり時間はかかるが音読みはできる。11 回目の授
業で終了。はじめて両手に 1 オクターブの音階が出てくる曲では，まず導入として左右の指番号を確
認してから同じドの音に 1 の指を置き 12312345 と進め，(5)4321321 と帰ってくるよう指導した。3
回くらい反復したころには指使いに慣れて，音階って難しそうという先入観が消えていたようだった。 
・短教 E さん 









・短教 F さん 
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